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　去る 4 月、総務省は 2024 年 10 月 1 日時点の推計
人口を発表しました。ニュースの見出しは「東京都と
埼玉県だけ人口増加、日本の総人口は 14 年連続減少」。
日本全体で前年比▲ 0.44％減ったのに対して、埼玉
県は同＋ 0.01％と 4 年ぶりの増加です。東京並みだ
とか、神奈川と千葉に勝ったとか、了見が狭いといわ
れても、ささやかな優越感に浸ってしまうのが人情で
しょう（図表１）。
　さて、今回の結果を受けて私たちは諸手を挙げて喜
ぶことができるのでしょうか。何か留意点はないので
しょうか。そうした意識のもとでデータをチェックし
てみたいと思います。
　まず、「自然増減率」と「社会増減率」への分解です。
自然増減とは出生数と死亡数の差であり、社会増減と
は転入者数と転出者数の差です。そうしてみますと、
埼玉県における自然増減率は▲5.9％で、前年の▲5.5%
よりマイナス幅が大きくなっています。ちなみに神奈
川県では▲ 5.2％ですから、少子化などの問題につい
て埼玉県はより深刻との見方ができる状況です。
　一方、社会増減率は＋ 6.0％と前年（＋ 4.7％）か
ら伸びが拡大しており、これは埼玉県の魅力を物語っ
ているといって良いと思います。ただ、3.6 万人の転
入超数の内訳をみますと、日本人は 1.5 万人であり、
外国人の入国超数（2.1 万人）の寄与の方がずっと大

きいという点は覚えていた方が良いでしょう。なお、
東京や神奈川の社会増減では、外国人より日本人の転
入超の方が多くなっています（図表２）。
　次に、年齢階層別の増減を吟味します。図表 3 によ
れば、埼玉県の人口増加（＋ 1 千人）は、子ども（15
歳未満）の大幅な減少を、生産年齢人口（15 ～ 64 歳）
とお年寄り（65 歳以上）の増加がかろうじて上回っ
た結果であることがわかります。さらに、これを日本
人と外国人とに分解してみますと、生産年齢人口の増
加は専ら外国人の寄与によるものであって、日本人に
限ると、少子高齢化と生産年齢人口の減少が深刻であ
ることが浮き彫りになります。
　以上のインプリケーションは 2 点です。第一に、埼
玉県として、少子高齢化を伴う日本人人口の減少に対
応した施策は引き続き重要であり、他県同様、その手
綱を緩めることはできないということです。第二に、
大変に多くの外国人が様々な理由で埼玉県を評価し、
今後も在留者が増加し続けるとみられる中で、地域と
して彼らの力を取り込む取り組み  ― 包摂（インクルー
ジョン） ―　を加速すべきではないか、またはそれに真
剣に向き合うべきではないか、ということです。
　埼玉県の人口増加は紛れもない事実ではあります
が、今回のところは優越感に浸るのはほどほどにして
おくとしましょう。
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■ 有限会社 大坂屋本店
　 代表取締役　飯田　彰太
　 〒 353-0004　志木市本町 1-6-57
　  https://www.osakayahonten.co.jp
      （武蔵野銀行 志木支店取引先）
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 埼玉は瑞々しい川の国。それは川越、川口など「川」

の字がつく都市が多いことからもわかる。県南部に

位置する志木市も、柳瀬川、新河岸川、荒川の三つ

の川、さらに野火止用水など、水とともに歴史を刻

んできたまちである。豊かな水源と舟運の利を活か

し、かつて多くの酒蔵があったという。

　今回紹介する「志
し き お り お り

木織々純米酒」は、川によって栄えた往時の当地へのオ

マージュである。作ったのは老舗酒屋の「有限会社 大坂屋本店」。明治 3 年

（1870 年）の創業以来、150 年余にわたってまちの移り変わりを見てきた。

五代目当主の飯田彰太さんは先代の次男。大学を出

て広告代理店に入り、クライアントの店づくりを支

援していたが、「いずれは家業を継ぎ、納得のいく

店を作りたい」と思っていたこともあって、2018

年に志木に戻った。

　そんな飯田さんの発案で生まれたオリジナ

ルブランド、「志木織々」。水は志木水道庁舎

の地下 200 メートルから汲み上げた深井戸

水、米は 100％市内産のコシヒカリ。醸造

を「天覧山」で知られる五十嵐酒造（飯能市）

に託した。口に含むと、まず米の甘味を感じ、次第にピリッと締まった辛さ

が前に出てくる。料理の味にも寄り添う旨
うまくち

口であるため、食中酒にも適する。

　涼やかなラベルのデザインは、志木を流れる三本の川を表しており、これ

は市内在住のデザイナー、俵周作氏に依頼して作成した。その名のとおり、

まさに志木の恵みのすべてを織り込んだ一品である。

図表 1　人口推計（2024.10.1 日現在、下段は前年比増減率） 図表２ 一都三県における転入超数（2023.10.1 ～ 2024.10.1）

図表３ 埼玉県における年齢階層別の人口増減（2023.10.1 ～ 2024.10.1）
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15 歳未満 65 歳以上15 ～ 64 歳

▲ 17 千人
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2 千人

11 千人

▲ 16 千人

27 千人

6 千人

5 千人

1 千人

転入総数 日本人 外国人

埼 玉 県
東 京 都
神 奈 川 県
千 葉 県

3.6 万人

13.6 万人

3.6 万人

4.3 万人

1.5 万人

7.0 万人

2.0 万人

1.6 万人

2.1 万人

6.6 万人

1.6 万人

2.7 万人

大坂屋本店・飯田彰太社長（右）と
五十嵐酒造・五十嵐正則社長（左）

埼玉県
733万人
＋0.01％
自然▲5.9％ 
社会＋6.0％

東京都
1,418万人
＋0.66％
自然▲  3.7％ 
社会+10.3％

神奈川県
923万人
▲0.05％
自然▲5.2％
 社会+4.7％

千葉県
625万人
▲0.08％
自然▲6.2％ 
社会＋5.4％
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